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国際園芸博覧会 第５回勉強会 

 ランドスケープアーキテクトの視点で見たフロリアード2022 
アルメーレの都市計画と国際園芸博 

 

「幸せを創る明日の風景」をテーマに、2027年３月から９月に横浜で国際園芸博覧

会の開催が予定され、各種準備が進みつつあります。 

当協会は、ランドスケープコンサルタントが集まる業界団体として、我々の専門職

能自体がテーマとなる産業博覧会としての国際園芸博覧会に向け、業界としての初動

的役割を担うことが強く求められています。 

そこで、我々が園芸博覧会について理解をより深められるよう、定期的に勉強会を

開催し、総力を結集して協力する所存です。 

第５回では、本年４月から10月にオランダで開催されたアルメーレ国際園芸博覧会

（FLORIADE EXPO2022）を視察された株式会社ヘッズ 東京本社の加藤修さんをお招

きし、最新の園芸博覧会事情を含め、大いに語っていただく会としたいと思います。 

 

■日 時  ： 2022年12月８日（木） 16:00～17:30 

■会 場  ： ＣＬＡよりオンライン(zoom)配信 

■講 師  ： 加藤 修 氏（株式会社ヘッズ 東京本社） 

 

≪プロフィール≫ 

・1960年宮崎県生まれ。1984年千葉大学園芸学部造園学科卒業。 

・株式会社ヘッズ東京本社代表取締役、武蔵野美術大学・東京造形大学講師 

＊講演にかかわる主な経歴 

・多摩、港北ニュータウンで大塚守康（ヘッズ）、上野泰（ヘッズ顧問）から都市開発のランドス

ケープを学び、名塩ニュータウン、八王子ニュータウン等のランドスケープを担当 

・1990年大阪花博で大塚守康、上野泰から博覧会ランドスケープを学び、会場修景と政令指定都市

出展庭園を担当  

・1999年全国都市緑化宮崎フェアで賀来宏和氏（GD）から緑化フェアの仕組みを学び、以降全国都

市緑化フェアでは、岡山、東京（井の頭会場）、八王子、山口フェアの会場計画を担当 

2004年の浜名湖花博は賀来プロデューサーの下で会場計画ならびに主催者庭園を担当  

・2010年の平城遷都1300年祭で福井昌平チーフプロデューサーから博覧会の社会的意義を学び、会

場ランドスケープを担当。以降福井氏と多くの国際博覧会視察を行う 

 

■プログラム： 16:00～17:15 ご講演 

17:15～17:30 質疑応答 

■参加費 ： CLA会員所属職員・行政職員・学生：無料、非会員：3,000円 

■申込方法 ： 申込書をメールまたはFAXでお送りいただくか、 

ＣＬＡ ＨＰのフォームよりお申込ください。 

■その他  ： 造園ＣＰＤ認定プログラム申請中 

■主 催  ： 一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会 

■問合せ先 ： 一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会 岩田･高橋 
TEL 03-3662-8266  FAX 03-3662-8268  mail info@cla.or.jp 



 

第５回国際園芸博覧会勉強会 申込書 
 

FAX：03-3662-8268 または e-mail： info@cla.or.jp 

 

勉強会に参加します。 

氏   名：                造園 CPD ID：             

（ ＣＬＡ会員所属職員・行政職員・学生・非会員 ） 

会社・所属：                                   

TEL 番号 ：                   FAX 番号：              

e-mail  ：                 

その他、本勉強会に関するご意見やご質問を下記にご記入下さい。 

（当日の勉強会の中でご紹介・対応を図らせていただくようにいたします。） 

                                         

                                         

                                         

                                                                                 

※造園 CPD 単位の自動登録を希望される方は、ID を漏れなくご記入ください。 
 記入なき場合には、ご自身で登録いただく「自己登録｣となります。 
※ご記入いただいた個人情報は、セミナーに関するご連絡、その他正当な目的のためのみに使用し、 
個人情報保護法に基づき適正に管理いたします。 

 

該当する種別に○印をお付けください。 


